SensorMoni マニュアル
1. SensorLabにSensorMoniファームウェアを書き込む
※SensorMoniファームウェアの書き込みには「sensor_moni.mot」ファイルと「sensor_moni.id」ファイルの両方が必要なので注意。

2. SensorLabとPCをシリアルケーブルで接続している状態でSensorLabの電源を入れる

※電源を入れる前に書き込みスイッチが非書き込みモードになっていることを確認すること

3. スタートメニューにある「TeraTerm」を起動する
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4. 「TeraTerm」が起動したら、「シリアル」を選択し「OK」ボタンをクリックする
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※「ポート」が「COM1: 通信ポート(COM1)」になっていない場合は変更すること
5. 正常に動作していれば下の画像のように数値が表示される
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数値はカンマで区切られ

左センサ値,中央センサ値,右センサ値, ,左センサ値※,中央センサ値※,右センサ値※
の順番で出力されている。右側3つの※がついている値はノイズを消した値(移動平均値)になっている。

             表1 SensorMoniの仕様

	サンプリング速度
	10sps

	ノイズフィルタのサンプル数
	10サンプル
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